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１．はじめに  

建設分野における交通騒音の対策手法として，遮

音壁を設置する遮音対策がよく用いられている．既

存の遮音壁は垂直な壁を設置したものも多く，遮音

効果が効率的に得られていないという問題がある．

この問題の解決法として，遮音壁の先端にさまざま

な形の羽をつけ，遮音性能を向上させる先端改良型

遮音壁が注目されている 1)．遮音壁の音響性能評価

は，旧建設省告示による建設技術評価制度の方法 2)

に基づき，屋外フィールド試験で評価されている．

しかし，この方法では莫大な費用および時間を要す

るという問題がある．そこで，数値解析を用いた遮

音性能の評価法が求められている． 

 

２．目的  

 本研究は，簡易的かつ短時間で騒音伝搬解析が行

えるセルオートマトン（CA）法を用いて 2次元高架

橋モデルを作成し，遮音壁の形状を変化させて解析

を行う．その結果から高架橋周辺の騒音低減効果を

予測し，壁形状による音圧レベルの減衰量を評価す

ることを目的とした． 

 

３．定式化  

水平方向および鉛直方向へ音が伝搬する際，伝搬

速度を一定にするために解析領域を１辺dxの正方形

に分割する．近傍セルはノイマン近傍（注目セルの

上下左右 4 セル）とし，以下の式により状態量を計

算する． 
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ここで， P は音圧値， t は時間，G は音圧の時間変

化量， N は近傍数を表している．また， CAc は伝搬

速度を表したもので， 21≤CAc である． 

 注目セルが音源の場合，以下の式に示すように局

所近傍則を適用し，音源の音圧を強制的に加算する

ことで音源セルを表現する． 
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ここで P0は最小可聴音圧，L は音圧レベルである． 

 

４．高架橋モデル  

 CA 法を適用した 2次元高架橋モデル（以下 CA モ

デル）を図１のように高架橋，遮音壁，音源，受音

点を配置し構築した． 

高架橋および遮音壁は単純化のため厚さ 1[cell]

（=0.02[m]）とし，遮音壁は高架橋の両端に高さ 2[m]

で配置した．ここで遮音壁を配置する際は，床版部

分の両端に左右対称になるよう配置した．羽部材は 
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図１ 高架橋における CA モデル 
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遮音壁の先端に高さが 0.2[m]追加されるように，内

側水平面から 45°傾けたもの（wall-45），単純に遮

音壁を延長したもの（wall-90），135°傾けたもの

（wall-135），T 字型（wall-T），Y 次型（wall-Y）の 5

種類の形状を考えた．また，受音点は高架橋右側に

80（=10×8）点配置した． 

 

５．計算結果  

以上のような CA モデルを用いて，音源の周波数

を 250[Hz]，500[Hz]，1000[Hz]，2000[Hz]と変えて計

算を行い，得られた減衰量をコンター図にしたもの

が図 2,3 である．ここで減衰量は，床版のみを配置し

遮音壁を設置しないモデルの音圧レベルの実効値か

ら，各形状の遮音壁を設置したモデルの音圧レベル

の実効値を引いて求めた． 

図 2はモデル wall-90における音源周波数の変化に

よる減衰量の違いを表したものである．図 2 より遮

音壁によって影になる部分で大きな減衰効果が得ら

れる傾向が見てとれる．また，周波数が高くなるに

つれて大きな減衰効果が得られるという実現象に即

した結果が得られた．他の先端形状においても

wall-90 と同様の結果が得られた． 

図 3 は遮音壁による減衰効果が最も出にくい

250[Hz]における各形状の減衰量を示したものであ

る．図 3 より，低周波では Wall-45,90,135 のように単

純な羽部材をつけるだけでは減衰効果が得られにく

く，Wall-T,Y のように複数の羽部材を配置すること

で大きな減衰効果が得られることがわかる．これは，

複数の部材が存在することにより部材間で音が干渉

しあい，その結果，減衰量が大きくなったと考えら

れる． 

６．結論  

 CA 法を用いて 2次元高架橋モデルを作成し，遮音

壁の形状の違いによる高架橋周辺の騒音低減効果を

予測することができた． 
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図２ 周波数による比較（wall-90） 
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図 3 遮音壁の形状による比較（250Hz）
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